
 

〈新設 「変容を迫られるIT監査と多層的モニタリングの具体的進め方」第3回例会との合同開催〉       

サイバーセキュリティ管理と監査 
 ～企業で取り組むべきサイバー攻撃への対策/監査のチェックポイントとは～           

 

■日 時■  ２０１６年 １月２０日（水） １３：３０～１６：３０  

■会 場■  全国町村会館（東京・永田町）  TEL ０３－３５８１－０４７１ 

■講 師■  川辺 良和氏 （有）インターギデオン代表 システム監査学会理事                                       

 

不正アクセスや標的型メールによるサイバー攻撃により個人情報が漏洩・流出し、実害が出ている現状を

踏まえますと、今後サイバーセキュリティ管理は益々重要性を増す問題であることは言うまでもありません。 

 アクセス管理や入口・出口対策などの技術的側面はもちろんですが、組織的対策や人的対策整備も重要で

す。教育とともに、人的対策の一翼を担う監査、その基本的考え方とチェックポイントについてお話します。             

多くの方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

■申込要領■ 

申込方法：必要事項をご記入の上、下記宛てファクスもしくは Eメールにてお申し込みください。 

折り返し、受講票ならびに請求書を送らせていただきます。  

※ファクシミリでご送信いただく際は、ファクシミリ番号をお間違えないようにご注意ください。 

申 込 先：一般社団法人 企業研究会  担当：福山 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 5-6-2麹町M-SQUARE２階 

TEL：03-5215-3513  FAX：03-5215-0951～2  Eメール：fukuyama@bri.or.jp  

ホームページ：http://www.bri.or.jp（会員企業一覧は、こちらからもご確認いただけます。） 

参 加 費：当会法人会員：32,400円（本体 30,000円）／ 一般：35,640円（本体 33,000円） 

・費用は１名分(資料代を含む）です。なお、お申し込み後のキャンセルは原則としてお受け致しかねますの

で、ご都合が悪くなられた場合は、交替の方のご参加をお願い申し上げます。 

 

【参考】新設「変容を迫られる IT監査と多層的モニタリングの具体的進め方」とは 

当会アドレス http://www.bri.or.jpまたは検索エンジンで「企業研究会」。［トップページ］→［塾・ビジネススクール］
→【６．経営管理（経理財務、法務、監査、IT等】 → ［変容を迫られるIT監査と多層的モニタリングの具体
的進め方］ 

 ■申込書■ 

♦ IT 監査と多目的モニタリング・セッション 3（コード：150302-3） 申込書  2015 年   月   日 

氏名 

 
 

 

会社名  

所属・役職 

 
 

 

会社住所

（〒） 

 

 

 

TEL  FAX  

E メール 
 

 

 

主な職歴  

備考  

   ＊お客様の個人情報は、本会合の連絡や名簿の作成、および、当会主催のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 
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サイバーセキュリティ管理と監査 
～企業で取り組むべきサイバー攻撃への対策/監査のチェックポイントとは～ 
 講師： 川辺良和氏 （有）インターギデオン代表 システム監査学会理事 

 
（１）はじめに 

  標的型メールや不正アクセスによって、個人情報等の流出が発生しており、情報セキュリ 

ティ対策は急務の状況にあります。我が国では 2015年 1月、サイバーセキュリティ基本法 

が全面施行され、2月には金融庁が監督指針や金融検査マニュアルを改訂し、本格的な取り組 

みを開始しています。ここでは、「サイバー攻撃」と「対応体制としてのセキュリティ管理」 

について、システム監査の観点から考察します。 

 

（２）サイバー攻撃の状況 

  ①サイバー攻撃とは 

  ②サイバー攻撃のもたらす影響 

  ③サイバーセキュリティ対策の状況 

 

（３）サイバーセキュリティ管理 

  ①サイバーセキュリティ情報収集 

  ②サイバーセキュリティ監視体制 

  ③サイバーセキュリティ管理と教育 

 

（４）サイバーセキュリティ管理と監査 

  ①サイバーセキュリティ管理に対する監査の考え方 

  ②サイバーセキュリティ管理に対する監査の留意点 

  ③サイバーセキュリティ管理に対する監査チェックリスト 

 

（５）サイバーセキュリティ管理と監査ケーススタディ 

  ①事例：サイバーセキュリティ管理と監査 

  ②意見交換 

 

（６）サイバーセキュリティ管理と監査」のまとめ 

サイバーセキュリティ管理の状況について、ケーススタディと意見交換をベースに今後の 

監査の取組と課題を展望します。 

 

【講師紹介】川辺 良和氏 （有）インターギデオン代表 システム監査学会理事 

 

・経歴：１９８０～８８年日本鉱業㈱（現ＪＸホールディングス）情報システム部勤務、１９８９年（有インター 

ギデオン設立、１９９１年経済産業省登録システム監査企業、 ２００２年公認システム監査人ＣＳＡ 

特別認定講習実施機関認定 

・資格：ＩＳＭＳ主任審査員、公認システム監査人、特種・システム監査技術者、プロジェクトマネジャ、 

○著書：システム監査基準解説書（共著：経済産業省監修）、プライバシーマーク監査ガイドライン（JIPDEC） 

      システム監査入門（共著：コンピュータエイジ）、システム監査午後重点対策（アイテック）等多数。 


